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論文の内容の要旨
　単性花をつける多くの植物種において，植物ホルモン処理による性転換や内生ホルモンレベルの調査により，植
物ホルモンが雌雄分化の制御に関与する可能性が示唆されている。しかしながら，植物ホルモンによる性発現の
制御機構は明らかにされていない。本論文は，キュウリの性発現の制御に関わる植物ホルモンの合成遺伝子に着
目し，植物ホルモンによる性発現の制御機構の分子レベルでの解明を試みた研究報告である。
　キュウリの雌花形成は植物ホルモンであるエチレンによって誘導され，その性表現は茎頂部における内生エチ
レンレベルにより調節されている。著者は，キュウリの茎頂部のエチレンレベルの制御機構を明らかにするため
に，混性型キュウリの茎頂部より，エチレン生合成の律速酵素である1一アミノシクロプロパンー1一カルボン
酸（ACC）合成酵素遺伝子のcDNA（CSACS2）を単離し，発現解析を行った。その結果，（1）茎頂部におけるC∫
κS2の転写量および転写時期が，性発現パターンと相関を示す，（2）雌性型キュウリの茎頂部におけるCSλCS2
の誘導時期が，第一花の雌花発現にエチレンが作用する時期と一致する。（3）CSλCS2は，将来雌花に分化する
花芽で特異的に発現することを明らかにし，キュウリの雌花発現がCMCS2の発現レベルで制御される可能性を
示唆した。
　一方，キュウリにおいては，雌性発現を制御するF遺伝子座とリンクし，雌性型キュウリ特異的に存在する別
のACC合成酵素遺伝子（CSλCSlG）の存在が示唆されている。そこで，著者は，キュウリの性発現の制御におけ
るCS4CS2とC∫五CS10の関係を明らかにするために，雌性型（π）と混性型（切の同質遺伝子系統とそのF1
（研）の茎頂部における両遺伝子の発現解析を行い，雌性型の茎頂部では早い時期からCS4CSlGとCS4CS2が発
現しているのに対し，混性型ではC∫λCS2の発現のみが検出されること，および，雌性型におけるCS4CS2の発
現は，混性型よりも早い時期に発現し，その発現量も高いことを明らかにした。さらに，CS一κS2がエチレン誘
導性遺伝子であることを明らかにし，雌性型の茎頂部におけるCS4CSlGの発現が，エチレン生成を介して，C∫
ACS2の発現時期を早めるとともに，発現量を増加させる可能性を示唆した。また，雌花発現を誘導するジベレリ
ン処理のCSλCSlGおよびC∫λCS2の発現に及ぼす効果を調べ，C∫λCSlGの発現はジベレリンの影響を受けない
のに対し，CS－ACS2の発現はジベレリン処理により減少し，それに伴い，雄花形成が誘導されることを明らかに
した。以上の結果から，キュウリの性表現が二種類のACC合成酵素遺伝子により制御されることを示し，混性型
の性発現を制御する茎頂部のエチレンレベルはC∫ACS2により制御されており，ジベレリンレベルが高い場合に
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はC∫ACS2の発現は抑制されていると考えられる。一方，雌性型では花芽形成の起こる時期よりCSλCSlGが発
現しており，CS一λC∫1Gの発現はエチレン生成を介してCS4CS2の発現を誘導するために，茎頂部のエチレンレ
ベルが増加し，雌花のみを形成するようになると考えられた。
審査の結果の要旨
　高等植物の性発現の制御における植物ホルモンの関与は，多くの研究によって示唆されているが，その分子レ
ベルでの制御機構は不明であった。本論文は，性発現を制御する植物ホルモンの合成遺伝子を単離した最初の報
告であり，キュウリの性発現が植物ホルモン合成遺伝子により制御されることを説明した点で評価される。性発
現の制御機構は植物種によって異なると考えられているが，他の多くの植物種においても，性発現の制御への植
物ホルモンの関与が示唆されており，本研究の成果は一性発現制御機構を分子レベルで解明する研究の第一歩とし
て，その価値は高い。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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